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令和５年１１月号 

➳２３２号➳ 

障がい福祉サービス事業所 

セルプ・みらい 
□就労継続支援Ｂ型事業 

□生活介護事業 
住所 ：〒３２１－４３６３ 

栃木県真岡市亀山１０４３－２３ 

電話 ：０２８５－８１－１１５５ 

ＦＡＸ:０２８５－８１－１１７７ 

 

 

 

はじめに朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。皆さまいかが

お過ごしでしょうか。今回のみらいニュースでは先日ふれあいの

家ひまわりの会場で行われました実践交流会、土曜日開所日の様

子、サツマイモの収穫、試食会の記事を紹介していきます。ぜひ

ご覧ください。 

 さて、今回の画伯は実践交流会でも紹介されました Y・M さん

のちぎり絵です。M さんの世界観に圧倒されます。M さんはちぎ

り絵が好きで自由に表現しています。ぜひご覧ください。 

～令和 5年度実践交流（報告）会について～ 
 
この度の令和５年度実践交流（報告）会にて初めての試みとして、法人アートコンペティ

ションを開催いたしました。テーマは“人の人生はそれだけでアート。それぞれの意味があ

り、突き詰めた先はいるだけでアートになる。生きてきた経験があり、それを輝かせる（ア

ートにする）のは職員でもある。みんなが集って「困った」を「よかった」に変える『こぶ

し』をつくろう。原石は、こぶしの会の中にたくさんある。周囲の気づきによって、人は輝

ける。”でした。 

このテーマに基づき、利用者さんが日々職員と共に取り組んでいる創作活動作品や個人の

趣味として取り組んでいる絵画、書道、手芸、写真、等の部門に分け応募をかけました。始

まりは約１年前で、その期間で約６０点の作品が法人内事業所４か所から集まり、１１月１

１日（土）実践交流（報告）会、当日に展示しました。事前にこぶしの会 HPにもアートの

ページを新設し作品の写真を UPしております。良かったら是非見て頂けたらと思います。

そして今回の取り組みに協力して頂いた専門家の方がおります。芳賀けやき作業所に絵画を

教えに来てくれている手塚博也先生、真岡セルプ・みらいで創作活動ボランティアをしに来

て頂いている兵藤チイ子先生、足利市ルンビニー園美術講師の篠崎孝司先生のご協力の上、

応募作品の中から賞を選びました。その選出作品を法人内経済活動の自主製品の包装デザイ

ンに取り入れることや、利用者、スタッフの統一ユニフォームのデザインに登用するなど、

様々な社会との結びつきを作っていくことができます。適時、情報はこぶしの会ホームペー

ジに掲載していきますのでチェックして頂ければと思います。 
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ぺたぺた貼って ドッカーーン！！ 

オラが LRT 乗ったっぺや 

    

９月３０日は、晴天に恵まれ駐車場の確保に難があったものの、利用者のなかには事前

のうちわを作成して楽しみにしていた方もおり、先頭車両の運転席からの眺めを楽しんで

いて、全般的には往復 40 分間の搭乗を喜んでいたと思います。なにより利用者が自然に

搭乗できて、安全に新しい公共交通機関を利用できたことが担当した者として、ドキドキ

しながらもとても充実した活動日となりました。今後も新しいことにチャレンジできれば

いいなと思います。協力していただいた関係者の皆様、本当にありがとうございました。 

 

    

    

８月３０日に行われた活動日で、花火のちぎり絵をやりました。 

花火のちぎり絵は、今年多くのところで開催させた花火大会の思い出を作品にして、細く

切った折り紙を自分で好きな形に貼ったり、小さくちぎって貼ったりしました。どんな作

品にしようか迷っている人や創作活動が大好きな人は聞くまでもなく自分なりの花火を作

り上げていました。色とりどりでいろんな形の花火ができ、とても芸術的で綺麗でした。 
 

  

 

 



 

2002年 4月 23日第三種郵便物認可 

2011 月  日発行 ＳＳＫW 増刊通巻第   号付録 

みらいニュース No.232号   2023年 11月 24日発行 

 

3 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 

この秋もプラバンでキーホルダー作りを行いました。利用者さんから次の活動日は何

したい？と希望を取ってみると、ちょうど一年前も行ったプラバン作りにしました。一

度やっているので覚えている方はどんどん進み、初めての方は嬉しそうに見本を見なが

ら、自分の好きな画像を映し絵にしてなぞったり、自分なりの形、色に変えて行ったり

と、とても素敵な作品が出来ました。思ったより小さくなりがっかりする人、前回作っ

たものとくらべうまくいったと喜ぶ人ととても楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

 

    

   

    

 10 月に生活介護班でリンゴ狩りに行きました。4 チームに分かれて 1 人 3 個、赤くて大

きなリンゴを自分たちで探して収穫しました。「赤いリンゴないかな？」と探している間も

皆楽しそうでした。家に持ち帰り家族みんなで食べておいしかったと声がたくさん聞こえて

きました。久しぶりに食べたという人もいてとても貴重な体験ができました。またみんなで

行けたらいいですね♪ 

大きいりんごみ～つけた！！ 

今年もやってきた 

世界に一つだけのキーホルダー 
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サツマイモの収穫が終わりみらいのみんなでサツマイモの試食会を行いました。紅あず

まと紅はるかをサツマイモスティックにしてみんなで食べ比べ！作っている時から食堂中

に良いにおいが充満していました。S さん、H さん、T さんと職員でさつまいもスティッ

クを作りました。「何作っているの？？」と興味津々の様子で聞きに来る人もいました。紅

あずまはホクホク系・紅はるかはねっとり系といわれていましたが結局どっちなのかわか

らない人が多かったです。試食会やってよかったですね！ありがとうございました！ 

 

   

    

  

10 月の中旬、3 日間に分けて真岡、芳賀、上三川の 3 か所の畑のサツマイモ収穫を行い

ました。参加事業所はみらいだけでなく、ふれあいの家のひまわり、県東真岡ライフサポー

トセンター、けやき作業所の 4 事業所で収穫しました。大きいサツマイモや小さいサツマ

イモ畑によって大きさはさまざま！宝探しのようでとても楽しく収穫できましたね♪サツマ

イモの苗植えから収穫までたくさんの方のご協力で無事に迎えることが出来ました。ご協力

ありがとうございました！ 

  

収穫のご褒美 サツマイモ試食会 

さつまいもゲットだぜ 

  

 
 


